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項　　　目 H20 H21 H22 H23 H24

農林水産業 164 153 157 154 160

鉱業 8 7 9 7 6

製造業 5,789 4,834 5,120 5,131 5,232

建設業 907 813 815 842 722

電気・ガス・水道業

316 330 327 226 202

卸売・小売業 1,182 1,141 1,211 1,284 1,256

金融・保険業 791 778 767 729 702

不動産業 1,787 1,819 1,820 1,826 1,832

運輸・通信業 - - - - -

運輸業 802 721 753 759 771

情報通信業 590 508 519 509 475

サービス業 2,516 2,403 2,429 2,445 2,477

政府サービス生産者

1,196 1,162 1,151 1,154 1,133

対家計民間非営利サービス生産者

307 328 355 385 400

その他 103 80 86 112 118

県内総生産 16,457 15,078 15,519 15,563 15,485


はじめに

　　　　県民経済計算は、県民の経済活動によって１年間に生み出された成果（付加価
値）を、生産・分配・支出の三面から総合的かつ体系的にとらえたものです。

本県の経済規模、構造、成長率や県民の所得などを明らかにするだけでなく、①経済力、②経済的な豊かさ、③産業構造を示す指標としても利用されています。
　また、地域経済計算は、県民経済計算で推計した県全体の県内総生産を、様々な統計等を基に分割し、県内４地域及び各市町別の経済状況を明らかにしたものです。

　　　今回の特集では、最新値である平成27年度の推計結果から本県の経済活動の状況を理解いただき、様々な事業や施策に御活用いただければ幸いです。
１　県全体の経済活動の状況
　　  県民経済計算の推計結果である県内総生産、経済成長率、県民所得及び一人当たり県民所得から、平成27年度の状況等を明らかにする。
　  (1) 平成27年度の概況
経済成長率は、実質＋2.3％、名目＋4.4％と、ともにプラスとなり、また、国の成長率（実質＋1.4％、名目＋3.0％）をいずれも上回った。

日本経済は、雇用や所得環境の改善、さらに企業収益が過去最高水準で推移する中で、景気は緩やかに回復していった。
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[image: image5.emf]名目経済成長率の推移

単位：％

区　　　分

H 18 H 19 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27

静 岡 県 - 0.0 -4.1 -7.0 2.1 0.2 -0.6 2.5 -1.0 4.4

国 0.6 0.4 -4.1 -3.4 1.5 -1.1 0.1 2.6 2.2 3.0

国値：内閣府経済社会総合研究所『平成28年国民経済計算年次推計』
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[image: image8.emf]実質（連鎖）経済成長率の推移

単位：％

項　目 H 18 H 19 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27

静 岡 県 - 1.0 -2.9 -7.3 4.4 1.7 -0.6 2.3 -2.8 2.3

国 1.4 1.2 -3.4 -2.2 3.2 0.5 0.8 2.6 -0.3 1.4

国値：内閣府経済社会総合研究所『平成28年国民経済計算年次推計』


[image: image9.emf]名目経済成長率と経済活動別寄与度の推移

単位：％

項　　　目 H 19 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27

製 造 業 0.3 -2.4 -5.2 1.7 -0.1 0.8 1.8 -0.7 2.0

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 ・

廃 棄 物 処 理 業

-0.1 -0.1 0.1 0.0 -0.6 -0.1 0.1 0.0 0.3

建 設 業 0.4 -0.7 -0.5 -0.1 0.4 -0.7 0.1 0.1 0.2

卸 売 ・ 小 売 業 -0.8 -0.2 -0.5 0.5 0.6 -0.2 0.3 -0.4 0.1

運 輸 ・ 郵 便 業 0.2 -0.2 -0.5 0.1 -0.1 0.1 0.0 0.1 0.1

宿 泊 ・ 飲 食 サ ー ビ ス 業 0.0 -0.1 0.0 -0.1 0.0 -0.2 0.1 0.0 0.2

情 報 通 信 業 -0.1 0.3 -0.3 0.0 -0.1 -0.1 0.0 0.0 0.2

金 融 ・ 保 険 業 -0.1 -1.0 0.0 -0.1 -0.2 0.0 0.1 0.0 0.1

不 動 産 業 0.2 0.1 0.5 0.3 -0.1 0.0 -0.1 0.0 0.5

専 門 ・ 科 学 技 術 、

業 務 支 援 サ ー ビ ス 業

0.1 0.3 -0.3 0.0 0.0 -0.2 0.2 -0.1 0.5

保 健 衛 生 ･ 社 会 事 業 0.1 -0.1 0.3 0.2 0.0 0.3 0.1 -0.1 0.3

そ の 他 の サ ー ビ ス -0.1 0.0 -0.1 -0.1 0.0 -0.1 0.0 -0.1 0.0

そ の 他 0.0 0.1 -0.5 -0.2 0.3 -0.1 -0.1 0.4 -0.1

名 目 経 済 成 長 率 0.0 -4.1 -7.0 2.1 0.2 -0.6 2.5 -1.0 4.4
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[image: image12.emf]製造業の中分類別寄与度の推移

単位：％

中　　分　　類 H 19 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27

食 料 品 -0.3 0.4 -1.5 0.8 1.0 -0.2 0.0 0.0 0.0

繊 維 製 品 0.2 0.0 -0.3 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1

パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 -0.1 -0.2 0.2 0.0 0.4 -0.5 -0.4 0.1 0.8

化 学 -0.3 0.3 -1.8 1.7 0.5 -0.4 0.5 -0.7 2.0

石 油 ・ 石 炭 製 品 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

窯 業 ・ 土 石 製 品 0.3 -0.1 -0.6 0.2 -0.1 0.0 0.3 -0.3 0.1

一 次 金 属 0.1 -0.3 -1.3 1.0 -0.3 -0.2 0.1 0.3 -0.2

金 属 製 品 0.2 -0.1 -0.7 0.2 0.0 0.1 0.2 0.2 0.4

は ん 用 ･ 生 産 用 ・

業 務 用 機 械

0.9 -0.7 -2.1 -1.5 1.5 -0.8 1.0 0.5 1.5

電 子 部 品 ・ デ バ イ ス 0.7 -0.6 -0.2 0.4 -0.1 0.1 -0.3 0.2 0.3

電 気 機 械 0.5 -0.4 -2.2 2.2 -3.0 1.9 1.0 0.6 -0.5

情 報 ・ 通 信 機 器 -0.1 -0.5 -1.2 0.2 -0.5 -1.2 0.3 0.3 0.1

輸 送 用 機 械 -1.6 -3.4 -0.4 -0.6 0.5 3.6 1.8 -2.8 0.0

印 刷 業 0.0 -0.1 -0.1 0.0 -0.1 0.1 -0.1 0.0 0.0

そ の 他 の 製 造 業 0.4 -0.4 -1.2 0.2 -0.1 0.0 0.2 -0.4 0.7

製造業の対前年度増加率 0.8 -6.2 -13.5 4.7 -0.2 2.3 4.9 -1.9 5.2
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(2) 名目経済成長率に対する寄与度

　　名目経済成長率＋4.4％に対する経済活動別寄与度が最も大きかったのは、製造業の＋2.0％であった。

主要産業である製造業は、化学及びはん用・生産用・業務用機械が好調だったが、電気機械が振るわなかった。
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単位： ％

項　　目 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

H18－H27

平均

- -0.9 -3.7 -6.0 -2.5 5.0 -6.2 1.7 -1.5 4.6 -1.1

- -1.2 -4.2 -5.9 -0.3 3.8 -5.3 2.7 2.0 7.1 -0.2

- 2.1 -3.0 -5.6 4.8 -1.2 0.7 0.8 -0.7 7.2 0.5

- -0.7 -4.6 -9.6 2.2 -1.2 2.0 3.9 -2.7 0.2 -1.2

- 0.0 -4.1 -7.0 2.1 0.2 -0.6 2.5 -1.0 4.4 -0.4

西 部 地 域

静 岡 県

伊 豆 半 島 地 域

東 部 地 域

中 部 地 域

図3　地域別経済成長率（平成18年度～27年度平均）-0.4-1.1-1.20.5-0.2-1.5-1.0-0.50.00.51.0伊豆半島地域東部地域　　　 中部地域西部地域静岡県％
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[image: image17.emf] 地域別総生産の推移

単位：10億円

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

2,383 2,362 2,276 2,138 2,085 2,190 2,055 2,090 2,060 2,153

4,539 4,486 4,297 4,042 4,028 4,182 3,962 4,070 4,151 4,446

5,284 5,393 5,231 4,939 5,174 5,112 5,148 5,188 5,149 5,518

7,283 7,232 6,902 6,240 6,380 6,304 6,429 6,681 6,499 6,512

18,003 17,999 17,268 16,051 16,390 16,421 16,323 16,731 16,568 17,292

伊 豆 半 島 地 域

東 部 地 域

項　　目

（注）伊豆半島地域と東部地域に重複する市町があるため、地域の合計値と静岡県値は一致しません。
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(3) 県民経済計算の主要指標(県内総生産、県民所得、一人当たり県民所得)の状況
　     平成27年度の県内総生産（名目）は17兆2924億円、県民所得は12兆2698億円、一人当たり県民所得は331万6千円である。
県内総生産の額は前年度よりも増加し、平成18年度から連続して全国10位となっており、また国内総生産の3.2％を占めている。

また、一人当たり県民所得は全国６位となった。一人当たり国民所得の307万1千円と比較すると、金額で24万5千円、率で8.0％上回っている。
なお、東京都は日本の上場企業の本社が集中していることに加え、様々な産業分野が集中している地域であるため、県内総生産等の値は他の道府県と比較し、群を抜いて高くなっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：十億円)　　　　　　　　　  (単位：十億円)　　　　　　 　　　　 (単位：千円)

	順位
	県内総生産(名目)
	県民所得
	一人当たり県民所得

	　１
	東京都
	104,339 
	東京都
	72,689 
	東京都
	5,378 

	２
	愛知県
	39,559 
	大阪府
	27,641 
	愛知県
	3,677 

	３
	大阪府
	39,107 
	愛知県
	27,518 
	三重県
	3,556 

	４
	神奈川県
	33,919 
	神奈川県
	27,254 
	栃木県
	3,481 

	５
	埼玉県
	22,332 
	埼玉県
	21,633 
	富山県
	3,373 

	６
	兵庫県
	20,495 
	千葉県
	18,168 
	静岡県
	3,316 

	７
	千葉県
	20,219 
	兵庫県
	15,234 
	福井県
	3,196 

	８
	北海道
	18,961 
	北海道
	13,936 
	群馬県
	3,145 

	９
	福岡県
	18,861 
	福岡県
	13,895 
	大阪府
	3,127 

	10
	静岡県
	17,292 
	静岡県
	12,270 
	茨城県
	3,079 




　　　　[image: image1.emf]一人当たり県民所得と国民所得（要素費用表示）の比較

単位：千円

項　　目 H 18 H 19 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27

静 岡 県 3,404 3,406 3,152 2,867 3,039 3,085 3,065 3,207 3,217 3,316

国 3,068 3,065 2,843 2,760 2,827 2,805 2,821 2,938 2,981 3,071

全 国 と の 比 率

（ 全 国 ＝ 100 ）

110.9 111.1 110.9 103.9 107.5 110.0 108.6 109.1 107.9 108.0

※国計数：内閣府経済社会総合研究所『平成28年度国民経済計算年次推計』



２　地域別の経済活動の状況
　　次に、県総合計画の地域区分である４地域（伊豆半島、東部、中部、西部）に区分し、平成27年度の状況について説明する。

　(1) 地域別経済成長率
　　　平成27年度の地域別経済成長率は、中部地域が＋7.2％と最大で、以下、東部、伊豆半島、西部となった。


(2) 地域別総生産
　　　平成27年度の地域別の総生産を見ると、西部地域が６兆5123億円で最大となり、以下、中部、東部、伊豆半島の順となった。
　平成18年度を100として総生産を時系列で見ると、伊豆半島地域、東部地域及び西部地域は平成18年度が最も高く、中部地域は平成27年度が最も高い。また、伊豆半島地域及び東部地域は平成24年度が最も低く、中部地域及び西部地域は平成21年度が最も低くなっている。



　(3) 地域別一人当たり所得
　　　東部地域が348万5千円と最も高く、中部及び西部が一人当たり県民所得を上
回った。
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　(4) 産業構造
　　　 地域別経済活動別構成比を見ると、伊豆半島地域では宿泊・飲食サービス業、東部、中部、西部地域では製造業の割合が大きい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　市町別の経済活動の状況

　　続いて、市町別の平成27年度の状況について説明する。

　(1) 市町別経済成長率
　　　牧之原市が＋26.3％で最も高く、31市町がプラス成長となった。


　(2) 市町民総生産

　　　静岡市が3兆2377億円で最も高く、上位５市で県内総生産の約55％を占める。



　(3) 一人当たり市町民所得
　　　裾野市が453万2千円で最も高く、14市町で一人当たり県民所得を上回った。



むすびに            
静岡県県民経済計算及び地域経済計算の詳細なデータについては、静岡県統計情報ホームページ「統計センターしずおか」（ＵＲＬ　https://toukei.pref.shizuoka.jp/）で入手することができますので、ぜひ御覧ください。
また、最近の経済活動の状況を確認したい場合には、四半期別速報（４月、７月、10月、１月公表）や平成29年度県民経済計算速報も「統計センターしずおか」から入手できますので、こちらも御活用ください。



本県の経済活動の状況


　　～平成27年度静岡県県民経済計算及び地域経済計算から～





特　集
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図表３　名目経済成長率と経済活動別寄与度の推移





図表６　一人当たり県民所得と国民所得の比較








図表４　製造業の中分類別寄与度の推移





図表８　地域別総生産の推移








図表10　地域別経済活動別構成比
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図表５　平成27年度県民経済計算の全国順位





図表９　地域別一人当たり所得





注意：一人当たり県民所得とは、県民所得を県の総人口で割ったもので、企業の所得等も含んだ県民経済全体の水準を


表す指標であり、県民個人の給与や実収入等を表すものではないことに注意が必要である。
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図表13　市町別一人当たり市町民所得（上位５市町）
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図表７　地域別経済成長率の推移























図表１　実質経済成長率（連鎖）の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）




















図表４　平成24年度県民経済計算の全国順位














1人当たり県民所得3,316千円




















図表12　市町民総生産（上位５市）





図表11　市町別経済成長率（上位５市）
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図表２　名目経済成長率の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：％）





図表１　実質経済成長率（連鎖）の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：％）








